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第４章では、ナノ構造金属を導入した BP 液晶の光学特性の解析を行っている。すなわち、BP 液晶内に導入された
ナノ構造金属が液晶の配向欠陥領域に補足されるモデルにおける実効的な屈折率を求め、電界印加による BPの屈折率
変化量に及ぼすナノ構造金属の導入効果を明らかにしている。その結果、電界無印加時においては、欠陥領域に補足
されたナノロッドの長軸がランダムな方向を向くため、実効的な屈折率は入射偏光方向に依存しないが、ナノロッド
内に誘起される分極の効果により長波長領域における屈折率が増大することを明らかにした。一方、電界を印加した
場合においては、ナノロッドの長軸が電界方向、すなわち、光の伝播方向に再配向することにより、ナノロッドの短
軸方向の分極のみが屈折率に寄与することから、実効的な屈折率の減少が起こることを明らかにしている。 
第５章では、第２章から第４章までで得られた結果を総括して、本論文の結論としている。 
以上のように、本論文は、次世代の液晶デバイスへの応用が期待されるコレステリックブルー相液晶における光学
特性を時間領域差分法を用いて詳細に検討することにより、一般に用いられている配向構造モデルの問題点を指摘し、
さらに、ナノ構造金属の導入という画期的な手法によりコレステリックブルー相液晶の電界誘起屈折率変調特性が改
善できることを明らかにしている。このことは新しい材料を用いることにより液晶デバイスの特性を改善できる可能
性を理論的に示唆するものであり、電気電子情報工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。 
 
